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瑠詣蒜妄詔 ビ
キ
ニ
被
ば
く
労
災

元
船
員
・
遺
族
が
申
請

1
9
5
4
年
に
米
国
が
太
平
洋
・

ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
っ
た
水
爆
実
験
で

被
ば
く
し
、
が
ん
な
ど
を
発
症
し
た

と
し
て
、
周
辺
海
域
で
操
業
し
て
い

た
高
知
県
内
の
元
船
員
と
遺
族
の
計

1
0
人
が
2
6
日
、
一
般
の
労
災
保
険
に

当
た
る
船
員
保
険
の
適
用
を
求
め
、

全
国
健
康
保
険
協
会
高
知
支
部
に
申

請
し
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で

は
、
静
岡
・
焼
津
の
マ
グ
ロ
漁
船
「
第

五
福
竜
丸
」
が
被
ば
く
し
、
元
船
員

が
船
員
保
険
を
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
申
請
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
第

五
福
竜
丸
以
外
で
は
初
め
て
。

被
災
船
員
と
遺
族
の
救
済
を
研
究

し
て
い
る
「
ビ
キ
ニ
被
災
検
証
会
」

（
山
下
正
寿
事
務
局
長
）
を
通
じ
、

県
内
の
元
船
員
6
人
、
潰
族
4
人
が

申
請
し
ま
し
た
。
室
戸
遠
洋
漁
業
船

船
員
組
合
の
山
本
成
男
組
合
長
や
日

本
共
産
党
の
吉
良
富
彦
県
議
ら
が
同

席
し
ま
し
た
。

周
辺
海
域
に
い
た
「
第
七
大
丸
」

（
高
知
県
室
戸
市
）
の
通
信
士
だ
っ
た

故
大
黒
藤
兵
衛
さ
ん
の
長
女
、
下
本

節
子
さ
ん
（
6
5
）
は
記
者
会
見
で
、
福

島
原
発
事
故
に
ふ
れ
、
「
ビ
キ
ニ
の
事

件
は
、
過
去
の
こ
と
で
は
な
く
、
未

来
の
福
島
の
こ
と
だ
と
感
じ
た
。
潰

族
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

山
下
氏
は
、
元
船
員
が
「
あ
と
1

年
し
か
生
き
ら
れ
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
と
し
て
「
元
船
員
や
遭
族
が
生

き
て
い
る
蘭
に
労
災
を
適
用
さ
せ
た

い
。
高
知
県
だ
け
で
な
く
、
全
国
で

も
申
請
へ
と
動
き
出
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
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